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おおいいででまませせ山山口口デデスステティィネネーーシショョンンキキャャンンペペーーンン
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
で
は
、
７
月
１
日
か
ら
９
月
３０
日
ま
で
山
口
県
の
地
元
自
治

体
、
地
元
観
光
関
係
者
と
一
体
と
な
っ
て
「
お
い
で
ま
せ
山
口
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
（
Ｄ
Ｃ
）
を
開
催
し
て
い
る
。
０１
年
以
来
の
山
口
県

の
開
催
で
、
県
内
各
所
で
は
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
中
の
特
別
イ
ベ
ン
ト
が
め

じ
ろ
押
し
。
と
く
に
Ｓ
Ｌ
や
ま
ぐ
ち
号
の
特
別
運
転
の
ほ
か
、
臨
時
列
車
も
運

転
す
る
な
ど
鉄
道
関
連
が
充
実
。
人
気
テ
レ
ビ
ア
ニ
メ
「
名
探
偵
コ
ナ
ン
」
と

タ
イ
ア
ッ
プ
し
た
ミ
ス
テ
リ
ー
ツ
ア
ー
も
開
催
さ
れ
る
な
ど
力
が
入
っ
て
い

る
。

地
元
の
取
り
組
み

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
は
「
は
じ
め
て

な
の
に
、
な
つ
か
し
い
。
お

い
で
ま
せ
山
口
へ
」
。
対
象

地
域
は
、
山
口
県
全
域
に
加

え
、
萩
市
と
隣
接
し
観
光
エ

リ
ア
を
形
成
す
る
島
根
県
津

和
野
町
と
益
田
市
、
下
関
市

と
隣
接
し
、
観
光
エ
リ
ア
を

形
成
す
る
福
岡
県
北
九
州
市

門
司
区
も
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
対

象
地
域
と
な
っ
て
い
る
。

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
中
の

地
元
と
の
取
り
組
み
と
し
て

は
、
錦
帯
橋
や
柳
井
の
白
壁

の
町
並
な
ど
１８
カ
所
の
山
口

県
内
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
で
、

週
末
を
中
心
に
山
口
ど
こ
で

も
紙
芝
居
が
上
演
さ
れ
て
い

る
。
地
元
に
伝
わ
る
民
話
や

名
所
旧
跡
に
ま
つ
わ
る
エ
ピ

ソ
ー
ド
を
地
元
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
が
身
ぶ
り
手
ぶ
り
を
加

え
熱
演
し
て
い
る
。

同
時
に
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

も
実
施
し
て
お
り
、
他
の
地

域
へ
の
周
遊
や
リ
ピ
ー
タ
ー

化
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
で
は
、
２

カ
所
ま
た
は
１０
カ
所
の
２
コ

ー
ス
で
プ
レ
ゼ
ン
ト
へ
の
応

募
が
可
能
。
２
カ
所
コ
ー
ス

は
、
宇
部
か
ま
セ
ッ
ト
や
末

益
蒲
鉾
セ
ッ
ト
、
キ
リ
ン
ビ

ー
ル
な
ど
が
抽
選
で
当
た

る
。
１０
カ
所
コ
ー
ス
で
は
、

長
門
湯
本
温
泉
の
大
谷
山
荘

や
湯
田
温
泉
の
松
田
屋
の
ペ

ア
宿
泊
券
が
当
た
る
。

各
地
の
見
ど
こ
ろ

他
に
も
、
フ
グ
や
関
門
海

峡
で
知
ら
れ
る
関
門
エ
リ
ア

で
は
、
２
次
交
通
整
備
と
し

て
、
Ｊ
Ｒ
下
関
駅
と
城
下
町

長
府
を
結
ぶ
２
階
建
て
の
ロ

ン
ド
ン
バ
ス
を
土
休
日
に
運

行
す
る
。
日
本
三
名
橋
に
数

え
ら
れ
る
錦
帯
橋
の
あ
る
岩

国
市
で
は
、
本
格
的
な
錦
帯

橋
の
ミ
ニ
チ
ュ
ア
を
組
み
立

て
る
体
験
講
座
を
期
間
中
予

約
制
で
開
講
。
日
本
最
大
の

カ
ル
ス
ト
台
地
秋
吉
台
と
大

鍾
乳
洞
の
秋
芳
洞
で
は
１２
コ

ー
ス
の
エ
コ
ツ
ア
ー
を
７
月

１３
日
以
降
の
毎
日
曜
日
に
実

施
し
て
い
る
。

幕
末
や
維
新
と
い
っ
た
歴

史
ゆ
か
り
の
城
下
町
萩
で

は
、
週
末
を
中
心
に
歴
史
講

座
「
萩
・
維
新
塾
（
Ｄ
Ｃ
特

別
編
）
お
も
し
ろ
講
座
」
を

開
講
す
る
。

充
実
の
鉄
道
商
品

山
口
県
観
光
の
代
表
格
と

い
え
ば
、
新
山
口
と
津
和
野

間
で
運
転
さ
れ
る
Ｓ
Ｌ
や
ま

ぐ
ち
号
。
沿
線
に
あ
る
湯
田

温
泉
で
も
Ｓ
Ｌ
が
運
転
さ
れ

る
夏
休
み
期
間
が
ト
ッ
プ
シ

ー
ズ
ン
と
な
っ
て
い
る
ほ

か
、
終
点
の
津
和
野
も
Ｓ
Ｌ

の
乗
客
や
見
学
、
記
念
写
真

目
当
て
の
家
族
客
で
に
ぎ
わ

い
を
見
せ
る
。
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
期
間
中
は
、
通
常
の
Ｓ
Ｌ

や
ま
ぐ
ち
号
に
加
え
、
Ｓ
Ｌ

や
ま
ぐ
ち
Ｄ
Ｃ
号
が
運
転
。

８
月
１
か
ら
３
日
は
Ｓ
Ｌ
や

ま
ぐ
ち
Ｄ
Ｘ
号
が
運
転
さ
れ

た
。

Ｓ
Ｌ
や
ま
ぐ
ち
号

Ｓ
Ｌ
や
ま
ぐ
ち
号
は
Ｃ
５７

系
機
関
車
が
、
客
車
ご
と
に

内
装
デ
ザ
イ
ン
が
変
わ
る
レ

ト
ロ
客
車
５
両
を
つ
な
い
で

走
る
。
最
後
尾
の
１
号
車
が

展
望
デ
ッ
キ
付
き
の
客
車
と

な
っ
て
い
る
。
他
は
ス
テ
ン

ド
グ
ラ
ス
を
あ
し
ら
い
幻
想

的
な
照
明
の
欧
風
客
車
、
旧

型
電
灯
と
モ
ス
グ
リ
ー
ン
の

シ
ー
ト
の
昭
和
風
客
車
、
ラ

ン
プ
と
皮
張
り
の
シ
ー
ト
が

特
徴
の
明
治
風
客
車
、
天
井

に
明
か
り
取
り
の
窓
を
設
け

床
を
ア
メ
色
の
板
張
り
に
し

た
大
正
風
客
車
か
ら
な
る
。

乗
客
は
満
員
で
も
展
望
車

・
展
望
デ
ッ
キ
を
ゆ
ず
り
あ

っ
た
り
、
記
念
撮
影
に
協
力

し
あ
う
な
ど
微
笑
ま
し
い
光

景
が
見
ら
れ
る
の
も
特
徴
。

途
中
、
停
車
時
間
が
長
め
の

駅
で
は
外
に
出
て
記
念
撮
影

を
行
え
る
。
仁
保
〜
篠
目
間

の
急
勾
配
、
ト
ン
ネ
ル
な
ど

見
ど
こ
ろ
や
Ｓ
Ｌ
な
ら
で
は

の
乗
り
心
地
や
煙
、
汽
笛
の

音
な
ど
セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト

も
多
い
。

Ｓ
Ｌ
や
ま
ぐ
ち
Ｄ
Ｃ
号

は
、
小
型
の
Ｃ
５６
系
機
関
車

が
２
両
の
客
車
を
引
い
て
運

転
す
る
。
Ｓ
Ｌ
や
ま
ぐ
ち
Ｄ

Ｘ
号
は
、
Ｃ
５７
系
機
関
車
と

Ｃ
５６
系
機
関
車
が
重
連
さ

れ
、
２
台
の
Ｓ
Ｌ
で
運
転
さ

れ
た
。
客
車
に
は
イ
ベ
ン
ト

車
両「
サ
ロ
ン
カ
ー
な
に
わ
」

を
連
結
し
全
車
グ
リ
ー
ン
車

と
し
て
運
転
さ
れ
た
。

例
年
の
Ｓ
Ｌ
や
ま
ぐ
ち
号

も
高
い
人
気
を
誇
る
が
、
今

年
は
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
も
あ
り
、
満

席
や
キ
ャ
ン
セ
ル
待
ち
も
多

い
。
乗
客
も
ツ
ア
ー
の
団
体

客
、
家
族
客
、
個
人
で
乗
車

す
る
鉄
道
フ
ァ
ン
な
ど
幅
広

い
層
か
ら
人
気
を
集
め
て
い

る
。臨

時
快
速
「
お
い
で

ま
せ
や
ま
ぐ
ち
号
」

Ｄ
Ｃ
期
間
中
の
土
休
日
に

厚
狭
駅
か
ら
美
祢
線
経
由
の

山
陰
線
仙
崎
間
で
国
鉄
時
代

の
急
行
色
の
車
両
を
使
用
し

て
１
日
１
往
復
運
転
さ
れ
て

い
る
。
観
光
列
車
を
運
転
す

る
と
と
も
に
新
幹
線
と
の
ア

ク
セ
ス
も
向
上
さ
せ
た
。

仙
崎
は
、
山
口
県
が
生
ん

だ
幻
の
童
謡
詩
人
金
子
み

す
ゞ
の
生
誕
地
で
、
記
念
館

や
ゆ
か
り
の
地
も
整
備
さ
れ

て
近
年
人
気
を
集
め
て
い

る
。
ま
た
、
海
上
ア
ル
プ
ス

と
い
わ
れ
る
北
長
門
国
定
公

園
の
青
海
島
の
遊
覧
船
も
楽

し
め
る
観
光
地
。
沿
線
の
長

門
湯
本
温
泉
は
、
山
口
県
を

代
表
す
る
温
泉
の
ひ
と
つ
。

他
に
も
長
門
市
内
に
は
秘
湯

の
俵
山
温
泉
な
ど
４
つ
の
温

泉
が
あ
る
。

山
陰
観
光
列
車

「
み
す
ゞ
潮
彩
」

新
下
関
〜
仙
崎
駅
間
を
結

ぶ
。
窓
の
形
を
階
段
型
や
八

角
形
、
三
角
形
に
し
、
ア
ー

ル
デ
コ
調
に
装
飾
さ
れ
た
レ

ト
ロ
な
列
車
で
、
車
窓
か
ら

は
、
北
長
門
国
定
公
園
の
海

岸
線
や
西
長
門
海
岸
（
西
長

門
ブ
ル
ー
ラ
イ
ン
）
を
楽
し

め
る
。
途
中
３
カ
所
の
ビ
ュ

ー
ス
ポ
ッ
ト
で
は
、
列
車
が

停
車
し
、
美
し
い
海
岸
線
を

鑑
賞
で
き
る
。
夕
方
の
列
車

で
は
夕
景
も
鑑
賞
で
き
る
。

長
門
、仙
崎
、沿
線
の
角
島
や

川
棚
温
泉
な
ど
の
観
光
に
も

便
利
。下
関
ま
で
移
動
し
て
、

下
関
市
内
の
金
子
み
す
ゞ
ゆ

か
り
の
地
め
ぐ
り
や
関
門
エ

リ
ア
観
光
と
結
ぶ
こ
と
が
で

き
る
。
指
定
席
車
内
で
は
土

休
日
に
山
口
ど
こ
で
も
紙
芝

居
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
車
内

で
金
子
み
す
ゞ
の
紙
芝
居
な

ど
が
上
演
さ
れ
る
。９
月
ま

で
の
第
２
、第
４
日
曜
日
に

は
み
す
ゞ
の
詩
を
テ
ー
マ
に

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
も
開
か
れ

て
い
る
。Ｄ
Ｃ
期
間
中
に
は
、

は
ま
ゆ
う
の
種
子
プ
レ
ゼ
ン

ト
も
行
わ
れ
る
。
ま
た
仙
崎

駅
で
は
、
鯛
寿
司
や
鶏
卵
せ

ん
べ
い
、
温
泉
グ
ッ
ズ
な
ど

の
特
産
品
の
販
売
を
土
休
日

に
行
っ
て
い
る
。

０
系
新
幹
線

山
口
県
内
の
山
陽
新
幹
線

の
駅
は
、
新
岩
国
、
徳
山
、

新
山
口
、
厚
狭
、
新
下
関
が

あ
る
。各
駅
間
の
移
動
に
は
、

以
前
の
カ
ラ
ー
リ
ン
グ
に
戻

し
た
０
系
新
幹
線
を
使
用
し

て
い
る
こ
だ
ま
も
お
す
す

め
。
Ｊ
Ｒ
西
日
本
で
は
、
初

代
新
幹
線
の
０
系
を
１１
月
末

で
営
業
運
転
を
終
了
す
る
。

夏
休
み
期
間
と
重
な
っ
た
Ｄ

Ｃ
期
間
は
夢
の
超
特
急
復
活

と
し
て
家
族
客
に
Ｐ
Ｒ
を
強

化
。
秋
か
ら
１１
月
末
ま
で
の

営
業
運
転
終
了
ま
で
は
、
団

塊
の
世
代
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に

し
た
Ｐ
Ｒ
を
実
施
す
る
予
定

と
な
っ
て
い
る
。

萩 維新塾おもしろ講座人気を集めるＳＬやまぐち号

山口どこでも紙芝居

ＳＬやまぐち号の欧風客車ＳＬやまぐち号の展望デッキ

仙崎 みすゞ通り

みすゞ潮彩みすゞ潮彩の指定席車内

長門湯本温泉

角島の夕景０系新幹線こだま臨時快速「おいでませ山口号」

コ
ナ
ン
ミ
ス
テ
リ
ー

ツ
ア
ー
が
復
活

日
本
テ
レ
ビ
系
人
気
ア
ニ

メ
名
探
偵
コ
ナ
ン
と
タ
イ
ア

ッ
プ
し
た
メ
デ
ィ
ア
ミ
ッ
ク

ス
旅
行
商
品
の
謎
解
き
ツ
ア

ー
が
復
活
。
「
名
探
偵
コ
ナ

ン
萩
・
秋
芳
洞
ミ
ス
テ
リ
ー

ツ
ア
ー
」
が
、
７
月
１
日
か

ら
１１
月
２４
日
ま
で
開
催
さ
れ

て
い
る
。
Ｊ
Ｒ
利
用
の
対
象

旅
行
商
品
や
Ｊ
Ｒ
西
日
本
の

企
画
き
っ
ぷ
の
「
萩
・
秋
芳

洞
ぐ
る
り
ん
パ
ス
」
の
購
入

者
が
参
加
で
き
る
。

ぐ
る
り
ん
パ
ス
は
、
往
復

の
新
幹
線
指
定
席
と
自
由
周

遊
区
間
の
Ｊ
Ｒ
や
バ
ス
が
乗

り
放
題
に
な
る
ほ
か
、
観
光

施
設
の
入
場
が
無
料
や
割
り

引
き
と
な
る
き
っ
ぷ
。
詳
細

は
発
売
さ
れ
る
エ
リ
ア
に
よ

っ
て
異
な
る
。

コ
ナ
ン
ミ
ス
テ
リ
ー
ツ
ア

ー
は
、
特
別
な
オ
リ
ジ
ナ
ル

ス
ト
ー
リ
ー
を
も
と
に
対
象

エ
リ
ア
を
観
光
し
な
が
ら
、

謎
解
き
の
ヒ
ン
ト
を
捜
し
た

り
、
現
地
の
ク
イ
ズ
や
パ
ズ

ル
な
ど
の
ミ
ニ
ゲ
ー
ム
を
ク

リ
ア
し
て
い
く
。
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
が
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
ツ

ア
ー
キ
ッ
ト
は
、
ス
ト
ー
リ

ー
ブ
ッ
ク
や
現
地
マ
ッ
プ
、

参
加
賞
な
ど
充
実
の
内
容
。

ツ
ア
ー
の
解
答
は
、
同
ア

ニ
メ
の
原
作
が
連
載
さ
れ
て

い
る
週
刊
少
年
サ
ン
デ
ー
に

掲
載
さ
れ
る
ほ
か
、
解
答
編

が
Ｔ
Ｖ
ア
ニ
メ
で
放
送
さ
れ

る
。秋

芳
洞
と
萩
が
舞
台

今
回
の
コ
ナ
ン
ミ
ス
テ
リ

ー
ツ
ア
ー
は
、
山
口
Ｄ
Ｃ
が

開
催
さ
れ
て
い
る
、
山
口
県

の
観
光
名
所
で
、
東
洋
一
の

大
鍾
乳
洞
と
も
い
わ
れ
る
秋

芳
洞
の
あ
る
秋
芳
エ
リ
ア

と
、
城
下
町
や
幕
末
の
志
士

を
輩
出
し
た
歴
史
の
あ
る
町

萩
エ
リ
ア
を
中
心
に
展
開
さ

れ
る
。

新
山
口
駅
の
観
光
案
内
所

で
ツ
ア
ー
キ
ッ
ト
を
受
け
取

っ
た
後
、
バ
ス
で
、
秋
芳
エ

リ
ア
に
移
動
。
エ
リ
ア
内
で

ひ
と
つ
目
の
謎
を
解
い
た

ら
、
バ
ス
で
萩
市
内
に
移
動

し
、
す
べ
て
の
謎
解
き
に
挑

戦
す
る
の
が
基
本
的
な
ル
ー

ト
に
な
る
。
各
エ
リ
ア
間
の

移
動
に
使
う
バ
ス
は
乗
り
降

り
自
由
と
な
る
。
萩
市
内
は

市
内
循
環
バ
ス
「
ま
ぁ
ー
る

バ
ス
」
も
乗
り
降
り
自
由
で

利
用
で
き
る
。
移
動
時
間
と

謎
解
き
を
合
わ
せ
て
６
時
間

か
ら
８
時
間
の
滞
在
時
間
が

必
要
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
湯
田
温
泉
の
湯
田

温
泉
観
光
案
内
所
と
津
和
野

の
安
野
光
雅
美
術
館
が
お
楽

し
み
ポ
イ
ン
ト
に
な
っ
て
い

る
。
各
ポ
イ
ン
ト
の
受
付
で

引
き
換
え
券
を
渡
す
と
オ
リ

ジ
ナ
ル
の
コ
ナ
ン
の
ク
リ
ア

フ
ァ
イ
ル
を
も
ら
え
る
。
さ

ら
に
現
地
で
は
ミ
ニ
イ
ベ
ン

ト
が
発
生
す
る
。

た
だ
謎
を
解
く
だ
け
で
各

エ
リ
ア
の
ポ
イ
ン
ト
を
進
む

と
難
易
度
が
高
く
な
る
。
む

し
ろ
各
エ
リ
ア
の
名
所
や
観

光
施
設
を
観
光
し
た
方
が
謎

解
き
も
ス
ム
ー
ズ
に
な
り
、

ツ
ア
ー
は
進
み
や
す
く
旅
も

楽
し
め
る
。
各
ポ
イ
ン
ト
で

正
し
い
答
え
を
導
か
な
い
と

最
終
地
点
に
た
ど
り
着
け
な

く
な
っ
て
い
る
が
、
萩
駅
前

の
萩
市
観
光
協
会
が
お
た
す

け
ポ
イ
ン
ト
に
な
っ
て
い
る

の
で
、
最
終
地
点
に
向
か
う

ヒ
ン
ト
を
得
る
こ
と
は
で
き

る
。日

帰
り
も
可
能
な
が
ら
、

基
本
的
な
コ
ー
ス
で
も
、
観

光
を
楽
し
み
な
が
ら
１
泊
が

理
想
。高

い
集
客
実
績

参
加
者
は
、
家
族
客
と
若

い
女
性
の
グ
ル
ー
プ
客
が
多

い
。
過
去
の
コ
ナ
ン
ミ
ス
テ

リ
ー
ツ
ア
ー
に
参
加
し
た
リ

ピ
ー
タ
ー
が
多
い
の
が
特
徴

と
な
っ
て
お
り
、
期
間
中
は

約
１
万
人
以
上
の
参
加
を
見

込
ん
で
い
る
。

日
本
最
大
の
カ
ル
ス
ト
台
地
の
秋
吉
台

夏
は
涼
し
さ
も
人
気
の
秋
芳
洞

「
名
探
偵
コ
ナ
ン
萩
・
秋
芳
洞

ミ
ス
テ
リ
ー
ツ
ア
ー
」好
調

ツ
ア
ー
キ
ッ
ト

萩
博
物
館萩

市
内
菊
屋
家
住
宅
（
菊
屋
横
丁
）

大
手
旅
行
会
社
で
商
品
化

萩
・
秋
芳
洞
ぐ
る
り
ん
パ
ス
で
参
加


